
第 38 回　腫瘍病理セミナー
（第 13 回大学院セミナー）

日時：2021 年 1 月 12 日（火）18 時から　
金沢医科大学　医学教育棟 4 階　E41 講義室
状況によっては Zoom で行う可能性もあります。
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　皆さまは “イオン” と聞いてどんなイオンを思い浮かべ
るでしょうか。もちろん最も有名なイオンは Na+ や Cl－で、
生体内ではそれに加えて K+、Ca2+ などたくさんのイオンが
活躍しているのはご存知の通りでしょう。私は化学を専門
としており、これまで 80 万通り以上あるとされる人工有機
イオンを合成してはその性質を調べ、また合成しては性質
を調べ…と、イオンの不思議について研究を行ってきまし
た。そのうちのほとんどは生体への毒性が高く、生命科学
への適用が不可能でありましたが、私はある種の人工イオ
ンが極めて低毒性になることを発見いたしました。さらに
それを工夫して利用することで、天然イオンには決して達
成できない応用例を近年見いだすことができました。その
応用は多岐にわたっており、細胞の凍結保存剤、あるいは
難溶性の薬剤添加溶媒、さらにはバイオエタノール生産に
まで使えるということがわかってきました。セミナーでは、
それら人工イオンが拡げる生命科学の可能性について紹介
します。天然・人工という概念を取り払ったときに、どん
な未来があるか一緒に考えてみませんか ?
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